
 

 
 

１．件名：三菱電機（株）の不適切行為に係る関西電力（株）の調査状況 

２．日時：令和４年４月２８日 １３時００分～１３時５０分 

３．場所：原子力規制庁２階中コア会議室（テレビ会議システムを利用） 

４．出席者 

原子力規制庁 原子力規制部 検査グループ 実用炉監視部門 

武山安全規制管理官、髙須統括監視指導官、菊川管理官補佐、小野上級原子炉解

析専門官、小林主任監視指導官、反町主任監視指導官、山中運転検査官、林原子

力規制専門員 

原子力規制庁 原子力規制部 検査グループ 専門検査部門 

上田企画調査官 

関西電力株式会社（以下「関西電力」という。） 

原子力事業本部 原子力発電部門 原子力保全担当部長他５名 

 

５．要旨 

（１） 令和４年４月２１日に三菱電機株式会社（以下「三菱電機」という。）が公表し

た特別高圧以上の変圧器に係る不適切行為について、関西電力から４月２５日の面

談に引き続き以下のとおり説明があった。 

 関西電力の美浜・高浜・大飯発電所に納入された不適切行為が確認された変圧

器（以下「不適切品」という。）は、合計１２台であると三菱電機から報告を

受けた。 

 変圧器に対する不適切行為の概要は資料のとおりであるが、今後詳細を三菱電

機赤穂工場に立入り、確認する予定である。 

 製作時の工場試験には関西電力も立会しているが、当時の立会内容については

現在調査中である。 

 不適切品について、電気設備技術基準に抵触していないと考えている。また、

日常の巡視・点検にて設備の健全性を確認しており、現段階において安全性に

影響はないと考えているが、上記の結果を踏まえ、最終的に判断する。 

 

（２） 原子力規制庁から、調査結果について改めて報告するように伝えた。 

 

６．提出資料 

  資料：三菱電機製変圧器における不適切行為に対する関西電力の確認状況について 

 

以上 


